
FAX ０７５－８１２－３５５５  

第 103 回  国際京都学研究会の御案内  

 

拝啓 厳寒の候 益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

2023 年度 第 6 回研究会は、橋爪先生に「堂本印象」についてお話をして頂

くことにしました。下記要領で開催いたしますのでご参加下さいますようご案

内申し上げます。                                  敬具  

記 

日  時   2024 年２月１９日（月）午後５時 30 分～７時 

開催場所  ホテルモントレ京都  
京都市中京区烏丸通三条下ル西側 
電話０７５－２５１－７１１１               

演    題  「京都画壇巨匠 堂本印象と大阪」         
講  師  橋 爪 節 也 氏（大阪大学名誉教授） 

          内 容 

 
     
 
 
 
 
   

参 加 費  １５００円（コーヒー代・資料代他） 
      ※諸般の事情により 1500 円御負担ください。おつりが 

       いらないようにお願いします。 

※お願い  準備の都合上、２月１５日(木)までに FAX 等でお申し込み下さい。 

※安心・安全のためのお願い  
・体調のすぐれない方につきましては、ご入場をご遠慮いただきますようお願いいたします。 
・昨今の新型コロナウィルス感染症の影響にてセミナーが中止になる場合がございます。 
 その際には、お申込者の方には別途ご連絡いたします。何卒ご理解ご了承を賜りますよう 
 お願い申し上げます。 
・ご参加の際には「アルコール消毒」や「マスクの着用」などの感染症予防策へのご協力を

お願いいたします。 

国際京都学協会事務局    〒604-8383 京都市中京区西ノ京小堀町 2-53 
TEL 075-813-1003  FAX 075-812-3555 

 
                       

 

 参 加 申 込 書 
（会 員 ・ 非会員） 

 お 名 前   電話  FAX  

ご 住 所 

（連絡先） 

〒        

ご同伴者名 
 

 

切り離しは不要です。このまま送信して下さい 

京都を代表する日本画家 堂本印象は、その画業の出発点におい

て龍村平蔵（龍村織物創業者）と関係が深く、図案の仕事に打ち

込み、青春期を大阪で過ごした。その時期の印象の動向を 21 歳で 
刊行した『いの字絵本 恋の都大阪』を中心にみていくことで、後 
に世界的に活躍する印象芸術の根元をさぐってみたい。 


